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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、森林生態系の喪失と社会厚生との関係について、定量的に推定する
ことを目的として、衛星観測された森林減少と世帯情報を地理的に組み合わせて分析をおこなった。結果とし
て、森林生態系の喪失は、漁業・農業生産を減少させることがわかった。これは、開発と森林減少、あるいは地
域特性との内生性の問題を制御した上でも観察されることから、頑健な結果であると考えられる。本成果は
Journal of Environmental Economics and Management誌などの国際的に評価の高い研究雑誌に掲載された。

研究成果の概要（英文）：In this project, satellite-observed deforestation and household information 
were combined geographically in order to quantitatively estimate the relationship between forest 
ecosystem loss and social welfare. The results show that loss of forest ecosystems decreases 
fisheries and agricultural production. This is a robust result, because it can be observed even 
after controlling for endogeneity issues between development and deforestation or regional 
characteristics. 

研究分野：開発経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
途上国で急速に進む森林の転換、開発をおこなう場合、例えばパーム農園などの農業地に転換することのコスト
として、漁業・農業生産の減少を考慮する重要性を示唆している。我々の推定では、マングローブ生態系を1ヘ
クタール失うことにより、22861米ドル分の漁業生産が減少することが明らかになった。これは、農地転換した
場合の収益である9000米ドル/ヘクタールと比較しても十分に高く、森林保全をすることで社会的にも経済的に
も望ましい状態が達成できる可能性を示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景  
 
インドネシアでは、パーム農園の拡大などによって森林開発が急速に進んでおり、森
林開発による環境や生態系への影響が懸念されている。このような森林生態系の撹乱は、
農業害虫の捕食者となる生物の減少等を通じて、周辺地域の農業生産に負の影響を与え
ることが知られている。また、マングローブ林の減少によって、地域の漁業資源量が減
少することも知られている。インドネシアの農家や漁業従事世帯にとってこれらの一次
産業の生産は最も重要な収入源であり、パーム農園の開発拡大による環境の改変によっ
て、潜在的な貧困リスクが高まっていると考えられる。 
これらの社会的なリスクは、生態学や生物学的な見地からは指摘されてきたものの、
社会科学的見地からは十分に検討されてこなかった。そのため、途上国を中心に過度な
森林開発が継続している。その原因として、森林生態系が農業生産に与える間接的な機
能の関する社会・経済的な評価方法が確立されていないことが挙げられる。本研究課題
では、そのような問題意識の下、インドネシアにおいて継続的な調査を実施し、衛星観
測された森林減少情報を用いることで、生態系の喪失が農業生産性を低下させるメカニ
ズムについての検証をおこなうものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、森林生態系喪失による社会厚生への影響について、定量的に評価する
ことである。これまでの研究においては、限定された地域や特定の生産物の種類に焦点
をあてた研究がおこなわれてきた。本研究では、一国全体の経済への影響について、評
価を実施する。一国全体に分布する農業・漁業従事者の収入に、森林生態系の喪失が与
える影響について定量的に評価を実施する。得られた推定値を用いて、森林を農地に転
換した場合の収益と比較することで、森林生態系保存の経済的価値についての評価もお
こなう。また、環境経済学分野における貢献として、森林の劣化と社会厚生の内生性の
問題について、外国資本によって設置されているパームミル工場の立地の外生性を用い
て考慮することで、より頑健な推定を実施することができたと考えられる。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、新型コロナウィルス感染症のまん延によって、予定していたフィールド調
査の予定を変更する必要性が生じたため、衛星から観察された森林転換のデータと、公
開されている世帯データとを地理的に組み合わせる分析を実施した。また、数年前より
継続しているフィールド調査については、可能な限り実施し、現地の大学や政府関係者
との良好な関係の維持に努めるとともに、農村における農家の状況についても情報収集
を実施していた。 
 また、新型コロナウィルス感染症のまん延以前に実施していた調査データを用いるこ
とで、現地農家の厚生に焦点をあてた研究を実施して、成果に繋げることもできた（Ito 
et al. (2021) Ecosystem Health and Sustainability；Yamamoto et al. (2020) 
Journal of Forest Economics）。これらの研究では、現地の大学の研究者の協力を得る
ことができたため調査が実施できた。そのため国際共著として出版された。これによっ
て、その後の研究協力体制を構築することにも成功した。 
 本研究遂行上の分析方法として、特徴的であるのは、衛星から観測された森林減少を
用いる点である。州や県レベルで集計された森林減少量を世帯レベルの情報と組み合わ
せることで、森林生態系喪失の様々な社会的影響を把握することが可能となった。また、
森林の種類そのものにも着目し、マングローブ林が存在している地理的ポイントにおけ
る森林喪失をマングローブ林の喪失として捉えることで、その漁業生産への影響を把握
することを可能とした。これまで、2000 年時点におけるマングローブ林の分布データ



は存在していたものの、経年減少に関する精確な情報は存在していなかった。本課題で
は、それぞれの分布を地理的に組み合わせることで、時間的・地理的に精確なマングロ
ーブ林の減少を用いることが可能となった。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果として、森林生態系の喪失が社会厚生へ与える影響は、森林を農地転換し
た場合に得られる利益を上回っていることが明らかとなった。これは森林生態系がもつ
様々な生態系の機能、漁業・農業生産高の向上に大きく貢献するためであると考えられ
る。このことから、森林開発を進める場合には、これらの社会的影響を十分に考慮して
実施する必要があることが示唆された。これらの研究成果は、Journal of 
Environmental Economics and Management 誌や Journal of Cleaner Production 誌な
どの、国際雑誌に掲載された。例えば、Journal of Environmental Economics and 
Management 誌に掲載された“Living under ecosystem degradation: Evidence from 
the mangrove–fishery linkage in Indonesia”では、インドネシアにおけるマングロ
ーブと漁業の関連性に着目し、生態系の劣化が社会福祉に与える影響について検討して
いる。結果として、漁業世帯は、地域のマングローブの消失が 1％増加すると、5.3％か
ら 9.8％の年間所得の減少を経験することを明らかにした。所得ショック下では、漁業
世帯は労働投入量を増やし、非食品消費を減らして対応したが、漁業には継続して従事
していた。これは、途上国における職業選択の流動性の低さを表している可能性がある。
さらに、マングローブ保全の潜在的な経済価値は、漁業生産量に換算して 22,861 米ド
ル/ヘクタール/年に達していることがわかった。これは、水産養殖やアブラヤシプラン
テーションなどの代替的な土地利用からの収入に比べて、保全の費用対効果が大幅に高
いことを意味する。これらの結果から、持続可能な開発と生態系保全を実現するために、
マングローブ林の保全を支援する必要性があることが明らかになった。 
Journal of Cleaner Production 誌に掲載された“The Effect of Forest 
Certification on Conservation and Sustainable Forest Management”では、全世界
における森林保全政策として、森林認証制度の効果を推定した。これまでに森林減少を
緩和するための政策がいくつか提案されており、その一つに森林認証制度がある。本研
究では、世界各国の認証森林面積のデータと衛星から捉えた森林の状況を用いて、認証
制度が森林減少の緩和にどの程度貢献しているのかについて、厳密な効果推定をおこな
った。結果として、認証制度で保護された面積は、森林減少面積とは相関がないことが
示された。認証された範囲内では森林が保護されていると仮定すると、非認証地域での
森林減少が増加（森林減少のリーケージが発生）することで、地域全体の森林保全を促
進する結果には至らないことを示している。森林の保全を達成するためには、国や地域
内で包括的な政策の実施が求められることが明らかになった。本研究では、OECD 加盟
国や熱帯地域の途上国など、経済状況が異なる国々における効果を識別する必要があっ
た。衛星データの構築や統計分析手法に関わる諸問題を克服することで、より精確な推
定を実施することが可能となった。 
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